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Abstract 

As a good example demonstrating an influence of 
social factors in tasting foods, eating together can 
change tastes of foods better. Although it has been 
established that a good mood enhanced by a 
companion leads this effect, other factors appear to be 
largely unexplored. Here, we first report that looking 
in a mirror can make popcorn taste better in two age 
groups. Ratings of the tastes of popcorn were shown 
higher if participants ate popcorn as looking in the 
mirror, supposed to eat together with another self, 
compared to eating popcorn alone. No significant 
changes on the mood states were shown between the 
beginning and the end of sessions. Furthermore, these 
trends were confirmed at older adults as well as 
younger adults. Therefore, these results suggest that 
some factors, not only moods, could improve taste 
when eating together, irrespective of age. 
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1. はじめに 
	 食事は必ずしも栄養摂取だけが目的ではなく、食
品を味わうことも目的である。食品の味わいは甘み
や塩味といった感覚・知覚レベルでの味としても、
各感覚情報の統合を経た後の認知レベルでの”おい
しさ”としても捉えることができる。おいしさの認知
は食品そのものによる要素だけでなく、食事場面や
食事環境にも影響され変化する[1]。つまり食事場面
に含まれる社会文脈的要因がおいしさの認知に影響
することが考えられる。 
 ヒトは積極的に他者と食事時間を共有する習慣が
ある。食事は他者との関係が最も密になるイベント
であるとする研究[2]が示唆するように、この行動は
ヒトの社会性と密接に関わっていると考えられる。
このように他者の存在はヒトの食事場面にありふれ 
 

たものであるが、社会文脈的要因としておいしさの
認知に影響するのだろうか。 
 これまで１人で食事する（孤食）場合と比べて、
他者と食を共にする（共食）と食品摂取量が増加す
ることが多数報告されている[3][4]。対照的においし
さの変化に着目した研究は少数であり、不明な点が
多い。共食により食事をおいしく感じると報告した
研究では、その要因として会話などのコミュニケー
ションによって高まる背景的感情（気分）[5]の重要
性が指摘される[6][7]。しかし他者との社会的インタ
ラクションを通した気分の変化がない状況でのおい
しさの変化はよくわかっていない。たとえば、共食
環境の特徴である、自分以外の他者が視覚刺激とし
て存在する、という状況だけでもおいしく感じる可
能性はある。 

  そこで本研究は鏡を見ながら食事するという一
風変わった操作からこの疑問にアプローチする。
自分と同じ食品を同じペースで同じ量だけ摂取す
る対象-鏡に映る自己像-を仮想的な共食パート
ナーと想定し、気分を統制した状況でも食品をお
いしく感じるのか実験的に検討した。 
 さらに本研究は大学生と高齢者のデータを比較
することにも着目する。食育基本法の施行を機に 
食育に対する関心が高まる一方で、世代を超えて
孤食の割合は増加している。特に 70 歳以上の女
性の約２割がほぼ毎日孤食しているなど、高齢者
の孤食は深刻である[8]。孤食は高齢者の食への興
味を失わせ、栄養不足をまねくことが指摘されて
おり[9]、高齢化が急速に進む日本において、孤食
の問題に迅速に対処することが望まれる。しかし
幼児期や児童期の食行動の発達に関する研究[10]
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とくらべて、高齢者の食行動、特に食認知を実験
的に検討した研究は少ない。孤食の問題に効果的
に対処するうえで、高齢者を対象とした基礎的デ
ータを蓄積することが必要である。そこで本研究
は大学生と高齢者で同一の実験を行い、鏡を見な
がら食事する際の食認知に加齢による変化がある
のか検討した。 
 

2. 方法 
	 大学生16人（女性５名、平均年齢21.5歳）、高齢
者16人（女性５名、平均年齢68.4歳）を実験参加者
とした。実験で使用した食品への忌避やアレルギー
がないことを全実験参加者で確認した。 
 本研究は被験者内の独立変数として以下の２要因
を設定した。鏡を見ることのおいしさへの影響を検
討するため、１つめの要因として、食事環境を２水
準で変化させた。すなわち、実験ブースの卓上に実
験参加者の上半身が写るサイズの鏡（横 42 cm × 
縦 56 cm）もしくは鏡とほぼ同じ大きさの縦型モニ
タ（事前に撮影したブース内の無人映像を呈示）を
設置し（図１）、実験参加者はその前に座って試食を
おこなった。 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 実験に使用した鏡と縦型モニタ 
 

	 味の違いによる影響を検討するため、２つめの要
因として、実験用食品の味を２水準で変化させた。 
すなわち、しお味のポップコーンとキャラメル味の
ポップコーンを使用した。紙容器に食品を盛った際
の見た目の量を２水準間でできるだけ同一になるよ
うに調整した(図２)。 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

図２ 実験に使用した食品 
 
 上記2×2の４条件を被験者内要因として設定し、
同じ食品が連続しないように順序を調整したうえで、
４条件を連続して実施した。 
 実験参加者は実験前後に現在の気分を日本語版
UWIST 気分チェックリスト（JUMACL）[11]によ
り評定した。各条件で試食を１分 30 秒行い、そ
の直後に試食した食品の味に関する７項目（食材
のおいしさ、質の良さ、また食べたいか、腹の足
しになるか、しょっぱさ、甘さ、苦さ）を６段階
（６: 非常によく当てはまる～１: まったく当て
はまらない）で評定した。実験参加者が食べ残し
たポップコーンの量を計量し、残さず食べた場合
を 100%として、条件別にポップコーンの平均摂
取割合を計算した。 
 

3. 結果 
	 大学生および高齢者の JUMACL による実験前
後の気分評定の結果を図 3に示す。大学生でも高
齢者でも実験前後の気分評定値に条件間の差はな
かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 実験前後の気分評定値 
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 評定項目をおいしさの認知に関連する項目、食
品の摂取に関連する項目、味覚に関連する項目に
分類した。大学生、高齢者それぞれのおいしさの
認知に関連する項目を図４、食品の摂取に関連す
る項目とポップコーンの平均摂取割合を図５、味
覚に関連する項目を図６に示す。 
 要因の効果を検討するため、各変数について被験
者内要因として①食事環境（鏡あり・鏡なし）、②食
品の味（しお味・キャラメル味）、被験者間要因とし
て③年齢（大学生・高齢者）の三元配置分散分析を
おこなった。 
 おいしさの認知に関連する項目のすべてで①食事
環境の主効果に有意な差があった（おいしさ（F1, 30 = 
23.88, p < 0.01）、質の良さ（F1, 30 = 9.88, p < 0.01）、
また食べたい（F1, 30 = 13.49, p < 0.01））。また②質
の良さにのみ、食品の味の主効果に有意な差があっ
た（F1, 30 = 11.89, p < 0.05）。すべての項目で③年
齢の主効果にも有意な差があった（おいしさ（F1, 30 = 

10.84, p < 0.01）、質の良さ（F1, 30 = 5.64, p < 0.05）、
また食べたい（F1, 30 = 6.51, p < 0.05））(図４)。 
 食品の消費に関連する項目・消費割合のすべてで
①食事環境の主効果に有意な差があった（腹の足し
になる（F1, 30 = 4.62, p < 0.05）、食品摂取割合（F1, 
30 = 20.24, p < 0.01））。②腹の足しになるにのみ、
食品の味の主効果に有意な差があった（F1, 30 = 
12.26, p < 0.01）(図５)。 
 味覚に関連する項目のうち、①いずれの項目も食
事環境の主効果に差はなかった。②食品の味の主効
果に有意な差があった項目は、しょっぱさ（F1, 30 = 
55.23, p < 0.01）、甘さ（F1, 30 = 285.25, p < 0.01）
であった。③しょっぱさにのみ、年齢の主効果にも
有意な差があった（おいしさ（F1, 30 = 6.63, p < 0.05）
(図６)。

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ おいしさの認知に関する項目 
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図５ 食品の消費に関連する項目・摂取割合 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図６ 味覚に関連する項目
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4. 考察 
 鏡を見ながら食事すると、実際には１人で食事し
ているにもかかわらず、ポップコーンをおいしく感
じることがわかった。しお味、キャラメル味と味が
異なっていても同様の効果が生じた。全体として先
行研究における共食と同様の効果が生じていた。一
方で鏡の有無では甘さやしょっぱさといった味覚に
差は生じなかった。鏡の存在は味覚やその他の感覚
といった知覚レベルではなく、各感覚情報の統合を
経た後の認知レベルで食品のおいしさを向上させた
と考えられる。 
 従来の共食研究との大きな違いは、食品摂取の前
後で気分に差がなかったにもかかわらず、効果が生
じたことである。会話などのコミュニケーションが
ない状況でもおいしさが向上したことは、他者の存
在によるおいしさの変化には気分以外の要因も関係
していることを示唆する。これまで食品に他者の意
図を含んだ文脈情報が付随するとおいしさに影響す
ることが報告されており[12]、鏡映自己像のもつ社
会的刺激としての要素だけでもおいしさの向上に寄
与すると考えられる。 
 大学生と高齢者ではおいしさの認知全般に差がみ
られ、大学生は高齢者よりもポップコーンのおいし
さの認知に関係する項目を高く評価することがわか
った。しょっぱさに関しても大学生は高齢者よりも
ポップコーンをしょっぱく感じていることがわかっ
た。 
 高齢者でも味覚に関する項目ではしお味のポップ
コーンをしょっぱく、キャラメル味のポップコーン
を甘く判断できていることから、高齢者の味覚機能
がおいしさの認知に影響するほど低下しているわけ
ではなく、大学生と高齢者の嗜好の違いが全体的な
おいしさの認知の差に関係していると考えられる。
先行研究では、日常の食経験は食認知に強く影響す
ることが指摘されている[13]。つまり、本実験で使
用した食材（ポップコーン）は大学生にとってより
身近で食べ慣れた食材であることで、大学生は高齢
者と比較してポップコーンのおいしさを高く評価し
たと考えられる。同様に、大学生よりも高齢者のほ
うが日常的にしょっぱい食品を摂取しているために

本実験で使用したポップコーンに感じるしお味の強
さに違いが生じたのかもしれない。 
 このように大学生と高齢者でポップコーンのおい
しさの評価に差がみられたにもかかわらず、大学生
でも高齢者でも鏡を見ながら食事するとポップコー
ンをよりおいしく感じていた。つまり自己鏡映像と
共に食事することで年齢に関係なくおいしさの認知
は向上することがわかる。これは食に関連する認知
機能のうち、少なくともおいしさを認知する機能は
単純に加齢の影響で低下するわけではないことを示
唆している。 
 前述のように、孤食割合を減らし共食を促進する
ことは高齢者が心身ともに健康な生活を営むうえで
重要である。しかし孤食は家族形態やライフスタイ
ルといった環境要因との関連が強く、高齢者がその
環境を改善するのは容易ではない[9]。鏡を見ながら
の食事はおいしさの認知の向上や食品摂取量の増加
に共食と同様の効果があり、かつ、鏡を用いるため
導入も容易である。高齢者の日常の共食・孤食経験
をコントロールしたさらなる検討が必要であるが、
鏡を使った食事は、高齢者の食への興味を向上させ、
孤食を改善するアプローチとして有効かもしれない。 
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